
中国地方５県における家畜防疫対策の広域連携に関する協定について

協定による連携の主要４項目

大規模農場で発
生があった場合
に、迅速な資材
調達が可能

• 発生時に速やかな防疫対応や消毒ポ
イントの設置が可能

• 一元的な情報提供による混乱防止

• これまで国を経由していた情報を、発生
県からリアルタイムに入手

現場のリーダー
となり得る防疫
員の迅速な派遣
が可能

人や物の行き来が多い中国地方では、密接な連携のための体制整備が必要

協定の主旨

家畜防疫に関する連携協定を知事名で締結するのは中国地方が初めて
【参考】 ・九州・沖縄・山口９県では畜産主務課長による申合せ

・関西広域連合では近畿農政局主導による情報共有、家畜防疫員派遣・防疫資材調達の連携
・その他の地区では広域的な取組なし（北海道・東北地方、関東甲信地方、北陸地方、東海地方、四国地方）

Point！

協定締結後

①連携情報の
共有

②連絡調整
体制の確保

③発生時の防疫
資材の相互調達

④家畜防疫員等
の派遣

平時：：農場情報、消毒ポ
イントの設置場所、防疫資
材の備蓄状況等
発生時：：迅速な情報提供
（発生情報、家畜・人・飼料
運搬車両等の出入りに関
する疫学情報）

各県の連絡窓
口の共有

連絡調整の幹
事県を設定

各県の連絡窓口
の共有
各県が備蓄して
いる防疫資材の
融通要請が可能

家畜防疫員（獣
医師）が不足する
場合等、各県間
の職員派遣が可
能

平時

発生時

締結後の
メリット！



連携情報の共有

A県

C県

B県

<県境>

<県境>

発生農場１

２

３

４

５

６

７

国道○○号線路側帯
（Ｂ県○○町○○付近）

○○公園駐車場
（Ｃ県△△町□付近）

○○公民館駐車場
（Ａ県△△町□地域）

国道△△号線路側帯
（○○町○○地域○○橋手前）

国道○○号線路側帯
（Ｂ県○○町○○橋手前）

○○公園駐車場
（Ａ県△△町□入口）

３km

１０km

○○公園駐車場
（Ａ県△△町□地域）

・県境付近の家きん農場120戸の場所を共有し、消毒ポイント候補地を選定
・制限区域が複数県に及んだ場合でも、連携して迅速に消毒ポイント設置等の防疫対応が可能
・関係する県が設置する全ての消毒ポイントを中国地方５県共通の地図を用いて公表

：消毒ポイント

発生県以
外でも迅
速な対応

車両の消毒



発生農場

緊急発注

備蓄資材

資材取扱店

迅速な
確保

発生時の防疫資材の相互調達

間に合わ
ない！

家畜防疫員とは：家畜防疫業務に従事するため、家畜
伝染病予防法に基づき、知事が獣医師職員等である
者の中から任命する。

人員が不足する場合、国機関や他県へ家畜防疫員の派遣を
要請。迅速な対応が必要な業務への支援を要請。

家畜防疫員等の派遣

備蓄資材が不足する場合、各県が備蓄している防疫資材の
融通を要請することが可能。

農場内防疫作業
（汚染物品処理）

発生県
防疫資材

防疫資材

連携県

連携県

防疫資材

鶏の殺処分

２～３日間

～２４時間

～２４時間

周辺農場からの卵出荷
のための検査

発生農場

周辺農場

連携県

連携県

周辺農場の発生
状況確認検査

国等

周辺農場
農場内防疫作業
（殺処分）

資材取扱店

鳥インフル
発生

動物検疫所（国）

２４時間～


